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地域イノベーションの研究

少子高齢化社会における
地方社会の行方研究 その２

２００９.３．２７ 中田裕久
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１．研究目的

○ 地域イノベーションという観点から

地方再生（産業、雇用分野）に関する

施策提言を行うこと

２．研究フレームー研究テーマ

１．地域イノベーションの推進方法

• 中小企業が中心の経済構造をもつ地域で可
能かどうか？

２．市場が見込まれる産業分野に対する地域
の取り組み

再生可能エネルギ 分野• 再生可能エネルギー分野

• 健康ー観光分野
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２－２．研究フレームー調査方法

１．先進事例調査（現地調査、文献調査）

○ 国内外のケーススタディ

○ オーストリア・イタリア等のアルプス地域

○ 草津、八ヶ岳、新潟、福島などの地域

２．国内外事例の比較による改善施策の把握と
日本の地域イノベーションに対する課題提起、
提案

２－３．研究フレームー研究体制

１．日本の地域イノベーション政策：小田輝夫

２．EUの地域イノベーション

とクラスター政策 ：中田裕久

３．再生可能エネルギー産業振興：竹内良一

４．健康・ウェルネス観光の

日欧比較と提言 ：仙洞田伸一
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２－４．調査実施概要

１．セミナーなど

○ 植田理彦氏（ウ ルネス ツ リズム）○ 植田理彦氏（ウェルネス・ツーリズム）

○ 孫田 猛氏（地域の観光動向）

○ 古川彰洋氏（ヘルスツーリズムの課題）

２．現地調査

○ 国内（草津 いわき 新潟）○ 国内（草津、いわき、新潟）

○ 国外（オーストリア・チロル、イタリア・南チロ
ル、アオスタ他）

３．地域イノベーションと
産業クラスター政策

１．イノベーションの意味

何か新しいものを創造することを意味するラテ何か新しいものを創造することを意味するラテ
ン語（innovatio）に由来し、新たなもの・改善
されたものの生産、新たな生産プロセスの導
入、新たな販売マーケットの開発、新たな供
給先の開発などを意味する。

イノベ シ ンは単なる研究開発 技術開発イノベーションは単なる研究開発、技術開発
ではなく、社会的に必要で、近い将来見込ま
れるマーケットに対応していることが重要。
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３－２ 社会経済的に価値あるマーケット

○ イノベーションが社会的、経済的に必要な６分野

（EU ミ ケ2007 12による）（EUコミュニケ2007 12による）

１．E-ヘルス

２．持続可能な建設・・・・・・・・・○

３．防護用のテキスタイル

４．生物由来のプラスチック物由来 ラ チック

５．リサイクル

６．再生可能エネルギー・・・・・○

３－３．地域イノベーション
とクラスター政策

１．クラスターの定義

生産者（例えばウェルネスホテル） サービス提供者生産者（例えばウェルネスホテル）、サ ビス提供者
（例えばスポーツトレーナー）、教育・研究機関、そ
の他の行政研究機関がさまざまな関係を持ち、共
に立地していること。

２．クラスター政策

地域が、新たなコアとなる、強みとなる能力を利用
し、企業～大学～関連企業の連携や協同プロジェクし、企業 大学 関連企業の連携や協同プ ジ ク
ト等を推進することで、地域のイノベーションを推進
し地域経済を開発すること。EUの中小企業の振興
や中小企業の多い地域では、クラスター政策＝イノ
ベーション戦略である。
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３－４．地域共通のクラスター施策

○ 地域経済を理解し、評価する（クラスターを
確認し 競争相手を基準として評価）確認し、競争相手を基準として評価）

○ 企業と研究機関を巻き込み、コラボレーショ
ンを刺激する

○ 企業がサービスを利用しやすいようにサー
ビス体制を組織化する（ワンストップ・サービ
ス 横断的なクラスタ 支援チ ムの編成）ス、横断的なクラスター支援チームの編成）

○ 地域にとって必要な専門労働力を育成する

○ イノベーションと起業を支援する

３－５．アルプス地域の
地域クラスターの状況

アッパーオーストリア チロル 南チロル
人口 140万人 70万人 48万人人口 万人 万人 8万人
首都人口 19万人 13万人 10万人
１．産業政策 戦略プログラム

2000＋、2010など
2．産業政策実行機関技術・マーケティング チロル未来財団 TISイノベーション

協会（TMG） パーク
・設立 1997 2006
・スタッフ数 （30名） （24名） （40名）
3．運営支援 TMGの子会社 同上 同上

4 クラスター 自動車・動力 再生可能エネルギー食品4．クラスター 自動車・動力 再生可能エネルギー食品
プラスチック ICT 建設&FM
家具・木材 ライフサイエンス 木材&技術
健康 機械電子 スポーツ&技術
機械電子 ウェルネス ICT
（食料）
（エコエネルギー）
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４．再生可能エネルギー産業の
推進動向

ア パ オ ストリア チロル 南チロルアッパーオーストリア チロル 南チロル
１．エネルギー政策 エネルギー行動計画 達成目標あり

エネルギー効率戦略
２．政策実行機関 エネルギー・エー 再生可能エネルギー再生可能エネルギー

ジェンシー(1991～） センター（07～） 技術センター（07～）
スタッフ25名 スタッフ3名 スタッフ4名

３．クラスター運営 同上（２０００～） チロル未来財団 ー
（07年～）

４．会員企業・団体 145 31 189（地域内企業）
５．関連クラスター 家具・木材 ウェルネス 建設、木材・技術
６．その他 ソーラーシティの建設ソーラーシティ ベスト環境建築の

（０１～０５） の予備調査（０７） コンテスト（０３～
エネルギー効率建築 環境建築のマスター
の寄附講座（０８～） コース設置（０８～）

４－２．再生可能エネルギー産業
の推進施策の特徴

１． アッパー・オーストリア州

エネルギ 21行動計画が策定されている・ エネルギー21行動計画が策定されている。

・ 地域エネルギーへの取り組みは1990年初
頭から行われ、2000年以降にはエコ・エネル
ギークラスターが創設されている。

・ 再生可能エネルギー生産～エネルギー効率
化技術までのクラスターが形成されている。

・ １９９0年代から「ソーラーシティ」構想が生ま
れ、2005に完成している。
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ソーラーシティの全景

２．チロル州

・ 省エネ住宅を中心に再生可能エネルギー分
野を推進している。07年に再生可能エネル
ギ センタ を設立ギー・センターを設立

・ 観光地シュバーツ（人口1万人）の地区開発
（5.4ha）を活用し、「ソーラーシティ」の予備調
査を検討。

・ 08年から「チロル未来財団」により、インスブ08年から「チロル未来財団」により、インスブ

ルック大学に「エネルギー効率化」のための
寄附講座開設
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３．南チロル州

・ 再生可能エネルギー技術センターを07年に開設。

これが、企業などの技術相談、研究・開発プロジェク
トなどを主導しているトなどを主導している。

・ 再生可能エネルギーに関連する建設&FM、木材&
技術のクラスターがすでに形成されており。これらク
ラスターとの相乗効果を狙っている。

・ 当地域では「環境住宅・建築」コンテストが2003年
から開かれ 08年から地元大学に「エネルギ 効率から開かれ、08年から地元大学に「エネルギー効率

化」プロジェクトを担う人材育成ためのマスターコー
スが開設されている。

４－３．再生可能エネルギー産業振興
の方策

１．地域のエネルギー行動計画等で石油消費の削減目標をも
つこと

２．エネルギー効率化、再生可能エネルギーの導入などについ
て、地域として達成目標と手段（政府調達、インセンティブ）を
明確にすること。

３．重点的課題を達成するための、関連企業を巻き込んだ実
験ー協同プロジェクトなど通じ、クラスター化を推進すること。

４．これらを実行するための推進体制を組織化すること（再生可
能エネルギーセンター等）。

域 材 育成 技術者 継続教育 域大学５．地域人材の育成、技術者の継続教育のために、地域大学
に、エネルギー関連コースの開設

６．地域の経済、社会的な状況を踏まえた、目的、計画、手段で
あること
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５．ウェルネスツーリズムの
推進動向

知識クラスター（ソフト）＝科学的知見（EBK)

地理的 活動的

健康食品
サービス

プログラムの
開発

認証・ラベル
マーケティング アルペン・ウェルネス

ベストヘルス・オーストリア
（DOSTWELL）Welltain

ウェルネス・チロル

技術クラスター（ハード）

新たな
移動手段
の開発

エコスパ
エコホテル

化粧品･食材の
開発

アルパイン・パール
チロル・ウェルネス

５－１．ウェルネスクラスター
の活動概要

地理的範囲 例 活動
ローカル Ｗｅｌｌｔａｉｎ 高原の滞在効果に基づき、滞在型のメタボ
（スキ リゾ ト） （調査 2000 ） 対策プ グラムの提供（スキーリゾート） （調査：2000～） 対策プログラムの提供。

地元のホテルが加盟、観光協会が事務局
州 ウェルネス・チロル ホテル、職場、家庭に対するウェルネス製品

（2003～） 、サービスの供給。
チロル未来財団が運営支援（インスブルック）

国 ベストヘルス・ 品質基準を設定した認証機関。
オーストリア 協同マーケティングを行う。
（2003～） 事務局はローカルな観光地に置かれている。

超地域 アルパイン・パール 自動車フリーの観光地づくりを目指した連盟。
（アルプス地域） プロジェクト：０３～０６参加基準をつくり、観光地の取り組みの相互

連盟 ０６ 学習 協同マ ケティングを行う連盟：０６～ 学習、協同マーケティングを行う。
事務局は参加観光地（ザルツブルク州内）

アルペン・ウェルネス 品質基準を設定した認証機関。ドイツ、スイス
(2003～） イタリア、オーストリアのホテル、リゾートを

対象に認証し、マーケティングを行う。
各州の観光協会が設立。
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５－２．ウェルネスツーリズムの
推進策ー地域間連携プロジェクト

１．INTERREGⅢ（2000－2006）
○ EU全体の共通問題に対応するもので 欧州委員○ EU全体の共通問題に対応するもので、欧州委員
会が定めたガイドラインに沿って加盟各国が開発プ
ロジェクトを作成、提出し、欧州委員会が採択するも
の

○ 国境をはさむ地域間、国家間、広域地域間の協力
を促進し、持続可能な地域開発を目指すプロジェク
トで３ のタイプがあるトで３つのタイプがある。

○ 2007－2013の地域政策はよりイノベーションに力
点を置くものとなっている。

２．ＩＮＴＥＲＲＥＧⅢのプロジェクト例

－１．アルプス・ヘルス・コンプ（0４～0７）
・ 「健康とウェルネスの目的地としてアルプス地域の競争力と

持続性」を目的としたプロジェクト持続性」を目的としたプロジェクト

・ 推進体制

南チロル･
健康福祉部

南チロル オーストリア バイエルン

ボルツァーノ大学
ミュンヘン大学

アルペン調査研究所
観光研究教育

センター

アルタ・テルメ
アルペン・ウェルネス

・オーストリア
バイエルン観光協会
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ー1－（２）アルプス・ヘルス・コンプの成果例
ミュンヘン大学グループの提案のＯＪＴプログラム例

自然居住環境としてのアルプス アルペン・ヘルス

自然環境；

地理的知識/アルプスの事実；「ダイナミック・

アルプス」（気候、侵食、災害）；山岳地形学
（景観要素とタイプ）；アルプス気候；アルプ
ス動植物相；種・自然・景観保全

文化環境；

アルプス地域言語；地域の歴史；地域の習
慣 建築 鉱業 交通 観光 地域食品加工

地域資源とセラピー；

・伝統薬品と治療法

・アルプスの標高と健康への影響

・野生の野菜と果実

自然スポーツ；

・ウォーキング、ノルディック・ウォーキング

それぞれ2週末（それそれ金・土曜日15時間）

2カラム、計５モジュール

慣；建築；鉱業：交通；観光；地域食品加工；
郷土料理

持続可能な開発；

持続性の原則；アジェンダ２１；アルプス会議、
ガイドライン;アルペンスペースプログラム

・サイクリング、マウンテン・バイキング

・スキー、スノーボード、クロカン

・ランニング

スポーツのデマンドと自然・景観への影響

アルペンウェルネスの品質基準

キャラ
クター

フィットネ
ス

ヘルス

３．アルペン・ウェルネスの追加的品質

パンパー
ス

アルペン・ウェルネスの基本的品質

２．アルペン・ウェルネスの基本的品質

アルペン・ウェルネス・プロバイダーに
とってのアルペン・ウェルネスの必要基
準

オペレーターの特殊なプロフィールや
「アルペンキャラクター」の開発にとって
の潜在的な付加的な様相。全ての様相
は構築され、明確に提示される。

ウェルネスの基本的な品質

各国独自の品質
（ベスト・ヘルス・オーストリア等）

１．ウェルネスの基本的品質
全てのアルペン・ウェルネス・プロバイ
ダーにとってのウェルネスの一般的必要
基準
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■ アルペン 自然化粧品

アルペン・ウェルネスの付加的サービス１
ーアルペン・パンパース

美

ソフトな運動

緊張緩和

全ての感覚の楽しみ

■ アルペン・自然化粧品

■ ソフトな姿勢再生

■ 感性的なアルペン・スポーツ

■ アルペン休息・睡眠・メディテー
ション・精神的な体験

■ アルペン水・暖かさ・色・光・香り

■ アルペングルメ・ウェルネス食事

■ 感性的な環境、バウ・ビオロギー

アルペンー美しさ

■ 印象深い場所、アルペン環境、見晴らし、自然の庭園

■ 美のセンス、喜びのノウハウ、わがままになるノウハウ

■ 家、建築、調度、雰囲気、エネルギー、調和

精神と心のためのフィットネ ■ 人格、メンタルトレーニング

アルペン・ウェルネスの付加的サービス２
ー アルペン・フィットネス

ス

身体のためのフィットネス

健康生活、栄養、居住

■ インスピレーション、精神性

■ 体質、能力のトレーニング

■ 容姿、若さ

■ 緊張緩和（暖かさ・マッサージ）

■ アルペンの自然、完全な価値のある食事

■ バウ・ビオロギー

アルペンー能力

■ フィットネス・インフラ、大きなフィットネス・センターとしての自然

■ フィットネス・チェック、トレーニング・プログラム

■ プロのトレーナー、スポーツ医学的ノウハウ
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健康環境とフレームプログ
■ 身体・精神・心のためのプログラムと刷り込

アルペン・ウェルネスの付加的サービス３
ーアルペン・ヘルス

ラム
■ 身体・精神・心のためのプログラムと刷り込
みによる効果の支援： 緊張緩和、娯楽、フィット
ネス・スポーツ、メンタル・トレーニング、精神性
のプログラム

自然療法・自然薬 ■ 空気、水・温泉、薬、薬草、オイル

医学的な療法 ■ 治療、処方に基づくセラピー

健康生活 ■ 処方に基づく生活条件の同調（チ ニング）健康生活 ■ 処方に基づく生活条件の同調（チューニング）

アルペンー医学：予防、軽減、治療

■ 医学的診断

■ 医学的・科学的ノウハウ

■ 医師、心理学者、物理療法士、精神療法専門医

－２．ＤＯＳＴＷＥＬＬ：構造問題を抱える地域にウェルネス・
ツーリズムの推進のためのモデル検討（０５～０７）

・ 推進体制：知識移転が可能な推進体制である

先進地域

スロベニア観光協会

モンテネグロ
観光協会イタリア

ラサール町

インスブルック
教育・雇用センター

ドイツーオーデル
・シュプレー郡

先進地域

ギリシャ
アポニア町

クール専門大学
観光レジャー研究所

インスブルック
医科大学

ラサール町

先進知識
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－２－（２）DOSTWELLのプロジェクト体制と

主要検討事項

欧州ウェルネス・ネットワーク

ウェルネス・クラスター

モデル

ウェルネス品質基準

クオリティ・マネジメント

Interreg パートナー

普及・コミュニケーション

プロジェクト・マネジメント

－２－（３） ＤＯＳＴＷＥＬＬ： クラスターモデル

準備 想起 者 競争 関連分野準備
情報
予約

想起
承認を得る

出発 到着

サービス
到着・オリエンテーション

ハイキング 宿泊・睡眠

観光サービス提供者
実行パートナー

大学・研究所

ウェルネス実行分野

需要者市場 競争 関連分野

政策及び行政
投資、品質管理

娯楽・カルチャー 飲食

（ウェルネスー活動）

学術・研究
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５－３．ウェルネス・ツーリズム
の推進例

バート・クライン
キルヒハイムキルヒハイム

バート・クライン・キルヒハイム
水の公園、川沿いの道
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上：自動車のない保養地
（シャモア）

下：環境に調和した地域づくり
（バイオスフェアーパーク）

６．日本の地域イノベーション
への提言

６－１．地域イノベーションに向けて
① 地域独自のイノベーション戦略、地域クラスター政策の構

築
①

築

② クラスター政策実行継続のための「新たなクラスター運営機
関」の設立

③ 政府プロジェクト等を活用した、実行
６－２．再生可能エネルギー産業の推進に向けて

① 地域の特性を踏まえた「エネルギー行動計画」、「エネル
ギー効率化戦略」の構築ギ 効率化戦略」の構築

② 実行機関として「再生可能エネルギーセンター」等の設立

③ 地方政府の建設プロジェクトを「研究開発」、「技術開発」、
「ノウハウの蓄積」、「地域産業育成」の観点で活用する

④ 地域企業のクラスター化、その運営支援
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６－３．ウェルネス・ツーリズムの推進に向けて
① 一次、二次、三次産業の連携、協業
② 環境保全が観光振興につながる

③ 景観・町並み・エコ対応の交通インフラがウェルネ
ス・ツーリズム推進の重要な条件ス ツ リズム推進の重要な条件

④ 科学的な実証を踏まえた、健康サービスや

健康関連製品の開発、スタッフ教育が競争力の源に
なる。

⑤ 観光事業者、農業他の関連事業者、教育・研究機
関との連携強化ークラスターやネットワーク化に向け
た運営支援体制の確立た運営支援体制の確立

⑥ 国内外の地域間の経験交流を支援する政府の戦
略プログラムが、地域のイノベーション力を高め、国
際観光推進に貢献する。


